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図書館のしごと紹介


「おはなし会」








特集：「電子書籍」





2010年は、日本でもiＰａｄが発売され、「電子書籍元年」と呼ばれました。


「電子書籍」は紙の本よりも省スペースで携帯性に優れ、検索機能が使えると


いう利便性があります。さらに、紙を大量消費せず環境にやさしい、地理的格差


無くどこでも同じタイミングでコンテンツ（作品）が手に入る、といった点でも注目


されています。


ただし、現在のところ、電子書籍はフォーマット等の規格が様々で、作品が規格に依存してしまい、読めるものが限られたり、操作性が異なるといった問題があります。また、日本では著作権者が電子出版を許諾しない場合も多く、作品の数が増えにくい面もあります。特に、図書館での電子書籍については、紙の本のように無料で貸出しされると著作権者の利益の損失が大きいと危惧する出版社や団体も多く、図書館への課金・提供方法や、図書館側の選書、リーダーも貸出しするのか等の問題があります。


一方、三島市立図書館では、所蔵している地域資料の電子化を進めています。資料の保存と利用しやすさをめざしており、現在も電子化した画像を館内で閲覧できますが、将来的にはこれらを電子書籍として貸出しすることも考えられます。


はたして、未来の図書館は、紙の本ではなくパソコンや携帯情報端末がずらっと並んでいるのでしょうか。


★図書


『�HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/cgi-bin/detail?NUM=001755600&CTG=1&RTN=01&SID=000850429&RTNPAGE=/search.shtml"��電子書籍元年�　－iPad＆キンドルで本と出版業界は激変するか？－』田代真人著　インプレスジャパン　2010.5 


出版する側から語る「電子書籍元年」。だれもが出版できる時代になるが、書店のセレクトショップ化による生き残りも提言。


『� HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/cgi-bin/detail?NUM=001774880&CTG=1&RTN=01&SID=000850430&RTNPAGE=/search.shtml" ��ブックビジネス２．０�　－ウェブ時代の新しい本の生態系－』岡本真・仲俣暁生編著　実業之日本社　2010.7


Yahoo!から図書館界に転進した著者が紡ぐ「本の未来」。国立国会図書館長・長尾真氏の「長尾構想（電子図書館構想）」にも言及。





『�HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/cgi-bin/detail?NUM=001851781&CTG=1&RTN=01&SID=000869937&RTNPAGE=/search.shtml"��2015年の電子書籍�　－現状と未来を読む－』野村総合研究所　東洋経済新報社　2011.3


「電子書籍」にとどまらず、関連業界への影響までを読み解く未来図。





『� HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/cgi-bin/detail?NUM=001803605&CTG=1&RTN=01&SID=000850431&RTNPAGE=/search.shtml" ��電子書籍のつくり方・売り方�　－ePub・PDFからAppStoreでの登録・販売まで－』小島孝治著　日本実業出版社　2010.10


電子書籍なら、個人でも簡単に自費出版できる。今話題の“自炊”のやり方もわかりやすく解説。


（“自炊”とは、個人で本や雑誌の背を裁断し、スキャナでデジタルデータ化してパソコン等で利用できるようにすること。）


★雑誌


「� HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/cgi-bin/detail?NUM=001803226&CTG=2&RTN=01&RTNPAGE=/search.shtml&SID=000869773" ��週刊ダイヤモンド（2010年10月16日号）�」特集：電子書籍入門　読み方・買い方はこう変わる！� HYPERLINK "http://www.jichiro.gr.jp/question/hatena_no_tsubo/1993/1993_hatena.html" ���


★関連するホームページ


「� HYPERLINK "http://www.takeo-mylib.jp/" ��佐賀県武雄市Ｍｙ図書館�」http://www.takeo-mylib.jp/ 


産官学連携の実証実験として、図書館の地域資料を電子化しiPadに配信。iPad自体の貸出も開始した。


� HYPERLINK "http://www.jichiro.gr.jp/question/hatena_no_tsubo/1993/1993_hatena.html" ����
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＜回答経過＞　


・窓口で高齢の女性から「霊についての本を読みたい」「神の存在について調べたい」と質問があった。


司書は心霊研究関連の棚を紹介した。


・しばらくして、対応した司書が質問内容、表情ともに気になったため、具体的に知りたい


内容について、慎重に質問をした。


・その結果、「孫が大学進学をし、一人暮らしをはじめたが、ある霊能者を信じ、


仕送りや自分でアルバイトした金を全て除霊のため使い果たしてしまう。やせ細り、


心身ともに疲弊していたため、両親が学校をやめさせ、家族の元に戻した。しかし


その後、本人の信心が強いため、家出をしてすぐにその霊能者のもとに行って


しまった。孫の心を取り戻すために、霊、神の存在について文献で説得したい。」という内容だった。


・そこで、司書が宗教ではないが、カルト教団の信者の気持に似ていると判断。新興宗教をやめた人たちの手


記を紹介した。


＜提供資料＞


『� HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/cgi-bin/detail?NUM=000442257&CTG=1&RTN=01&SID=000869761&RTNPAGE=/search.shtml" ��オウムをやめた私たち�』カナリヤの会編　岩波書店 2000.5


　脱会者をサポートする会での元信者たちの言葉をもとに、現在の生活等を明らかにし、彼らの心のひだと軌跡を綴る。


『� HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/cgi-bin/detail?NUM=000123902&CTG=1&RTN=01&SID=000869762&RTNPAGE=/search.shtml" ��カルトの子�－心を盗まれた家族－』米本和広著　文芸春秋 2000.12


　平凡な家庭にカルトが入り込んだとき、子どもたちはどうなるのか。自分達の言葉で語った、心を盗まれた家族の実態。


『� HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/cgi-bin/detail?NUM=001190664&CTG=1&RTN=01&SID=000869763&RTNPAGE=/search.shtml" ��自立への苦闘�－統一協会を脱会して－』全国統一協会被害者家族の会編　教文館 2005.9


　脱会後も続く、マインド・コントロールの影響。こころを取り戻すために、牧師や弁護士たちが経験と知恵の成果を提示。


『� HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/cgi-bin/detail?NUM=001374211&CTG=1&RTN=01&SID=000869764&RTNPAGE=/search.shtml" ��スピリチュアルにハマる人、ハマらない人�』香山リカ著　幻冬舎 2006.11


　アヤシイとされていた守護霊、前世、魂が、軽く明るく普通に語られる現在。深層にひそむ日本人の変化を解き明かす。


『� HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/cgi-bin/detail?NUM=001645268&CTG=1&RTN=01&SID=000869765&RTNPAGE=/search.shtml" ��霊と金�－スピリチュアル・ビジネスの構造－』櫻井義秀著　新潮社 2009.5


　スピリチュアリティ（神霊・心霊）で簡単に金儲けはできる。霊、宗教と金の関係を対応させ、現代社会を鋭く読み解く。


『� HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/cgi-bin/detail?NUM=001351181&CTG=1&RTN=01&SID=000869766&RTNPAGE=/search.shtml" ��霊の発見�－書き下しエッセイ＋トーク－』五木寛之著　鎌田東二対話　平凡社 2006.9


　日本的霊性の謎に迫る。気鋭の神道家との対話を通じて、神と仏の世界の両面から、霊の問題を掘り下げる。





（＠ｏ＠）！　図書館では市民から様々な質問、調査依頼があります。


レファレンスサービスは、調査を進めていきながら、インタビューをし、質問者が本当に求めている


情報を把握することが大切であると考えています。





レファレンス事例　


霊、神の存在について調べたい。





























「レファレンス　サービス」とは？


司書が、あなたの調べたいことについて、資料や情報を探して紹介したり、調査方法などの相談に応じるサービスです。





子どもたちに本と親しんでもらうため、また本と出会うきっかけをつくるために「おはなし会」を本館・中郷分館のそれぞれのおはなしコーナーで行っています。おはなしコーナーは、カーテンで区切られるようになっているので、「おはなし会」が始まるとひとつの部屋のようになり、子ども


たちは、絵本や紙芝居に集中しおはなしの世界を楽しむことができます。


内容は、絵本の読み聞かせ、紙芝居や手遊び、なぞなぞなどを行っています。文字が読めることと、おはなしの内容を理解し、楽しめることとは別のことです。絵本を読んでもらうことによって、子どもは空想を膨らませおはなしの世界を存分に楽しむことができるのです。読み聞かせが始まると、それまで、もぞもぞしていた子どもたちが絵本に集中していく姿が見られます。また、一緒に来ている大人も同じように楽しんでいるようです。最近は、お父さんと一緒に参加する子どもも増えてきました。


本館のおはなし会　　　　　 ２～３歳向け　 毎週水曜日　　　  １０：３０～１０：５０　　　


　　　　　　　　　　　　 　　　  ４歳以上向け　毎月第３日曜日　 １４：００～１４：３０


中郷分館のおはなし会　  ４歳以上向け　毎週水曜日　　　  １６:００～１６：３０


　※申し込み不要です。日曜日も行っていますのでお子さんと楽しい時間を過ごしてみてはいかがでしょうか？





今月のピックアップ　ー新着資料から



























































『� HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/cgi-bin/detail?NUM=001828628&CTG=1&RTN=01&SID=000869934&RTNPAGE=/search.shtml" ��寄付白書�　２０１０』


日本ファンドレイジング協会編　日本経団連出版
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図書館では、三島市職員向けにメールマガジンを発行しています。


ご意見・ご質問は、図書館本館へ。電話９８３－０８８０（内線６３８９）


�HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/"�http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/�




















私たちに身近な寄付というと、街頭で行われる共同募金や職場での募金である。東日本大震災の被災地への義援金も大変多く集まってきていることが、ニュースの話題にものぼっている。また、三島市に直接寄付をしたり、ふるさと納税という形で寄付をすることもある。


日本人の２００９年の寄付総額は、５４５５億円で、１５歳以上人口の約３４％（３７６６万人）が１万３４６０円（一人当たりまたは世帯当たり平均寄付支出額）寄付を行っているという。「だれが、なぜ、いくら、どこに」寄付しているのか、グラフや表を使ってわかりやすくまとめている。また、アメリカやイギリスとの比較も載っており、日本との違いをみるのも面白い。


寄付したお金がその後どのように活用されているのかが端的にまとまっており、時間と労力を寄付するということで「ボランティア」にもふれられている。


何気なく行い、その実態があまりよくわからない「寄付」について、統計的に明らかにした日本で初めての寄付白書。





�








